
 
 
 
 
 
 
平成２４年４月の豊成小学校移転に向け、平成２０年８月２４日（日）午後１時より「第３回豊成小学校移

転準備検討委員会」が開催されました。 

委員１０名、オブザーバー３名、事務局職員 13名（教育委員会職員１０名、こども課職員２名、建築営繕

課職員１名）、移転改築に係る基本設計業者４名の３０名が出席しました。 

 
 
◆市内小学校施設及び移転用地の視察 
豊成小学校を出発し、平成１６年度に供用を開始した光南小学校の体育館及び屋内プール、平成１１年度に

開校したつつじが丘小学校、豊成小移転用地の３箇所について視察を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→裏面へ続きます 

 

 

 
 

平成２０年９月 第３号 豊成小学校移転準備検討委員会事務局 

光南小体育館・プール 

つつじが丘小 

1 階：プール 

2 階：体育館 

各階の平面図を見ながら、視察を

行いました 

教頭先生の案内で、平面図を見ながら、

普通教室や管理諸室のほか、体育館・地域

開放スペースも含めた校舎全体を視察し

ました。 

その後、教室に移動し、教頭先生と開校

時の PTA 会長よりお話をうかがいました。 移転用地 

小雨のなか移転用地内を歩き、西側

を流れる機関庫の川なども視察しまし

た。 

用地の図面を見ながら、「良いと思

う点」「悪いと思う点」など、それぞ

れに気付いたことをメモしました。 



◆施設配置検討（グループ別検討） 
委員及びオブザーバー、事務局職員が前回と同じ3つのグループに分かれ、前回検討した施設配置案を振り

返りながら、用地視察でメモした移転用地の「良い点」「悪い点」などをグループ内で発表しあってまとめ、

それぞれのグループから前回の施設配置案の修正点も含めた意見を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

それぞれのグループからの

発表終了後、基本設計業者より、

前回の委員会での意見をふま

えた学校施設配置案が２案示

され、協議・検討を行い、様々

な意見が出されました。この意

見をふまえ、次回、事務局（業

者）より提案される案により委

員会としての配置案を決定し

ます。 

◆第４回委員会のお知らせ◆ 

平成２０年９月２５日（木）豊成小学校で開催します。 

協議事項等は 

○移転する学校施設（校舎、体育館、グラウンド等）の 

配置案の決定 

などを予定しています。 

ご意見・ご要望は教育委員会・学校までお寄せください。 

※委員会ニュースは、市のホームページにも掲載します。 

◆連絡先◆ 

○帯広市教育委員会企画総務課総務係 

電話 0155-65-4201（直通） 

○豊成小学校 

 電話 0155-48-2558 

Ａグループの主な意見 

○用地が広い ○高層建物がなく、日当たりが良い ○利用できる自然が多い 

○川の池は整備が必要では（水質・深さ） ○クルミの木があり、利用できそう 

○南西の変形地→農園等への利用 ○学園通は交通量が多い 

○学園通以外は交通量が少なく、安全 ○救急車の音が聞こえる  

○南西は樹木が高く、日当たりが悪そう ○街灯が少なく、夕方から夜は暗い 

○一般住宅が近く、音響などの配慮が必要 ○北側道路との高低差ができる 

○南西角地は高校野球部のボールが飛んでくるかも ○駐車スペースは多い方が良い 

Ｂグループの主な意見 

○川や池を整備して学習・学校生活に活用 ○自然豊か(緑・川) 

○河川敷地が広い→草刈は？ ○川幅が狭い→子どもが対岸に渡らないように 

○実のなる木はとても良い ○南西に緑が多い→防風林・プライバシーへの配慮 

○西側の木は校舎建設時に支障が出る可能性 ○木の移植利用は？ 

○北側道路との高低差→用途が限られそう ○学園通は交通量が多い 

○敷地が広く、グラウンドを大きく取れる ○敷地が不整形 ○開放的で明るい 

○南西の土地が使いづらそう ○閑静な住宅地で、学習環境に良い 

○建物配置・デザイン等で地域のランドマークに 
Ｃグループの主な意見 

○川がきれい ○河川区域に自然環境が残っている ○河川敷地の草の管理 

○「水辺の楽校」には水量不足？ ○河川緑地と一体となった空間演出可能 

○水既存樹木の活用→総合学習等にも ○不整形地だが、広い 

○広葉樹は四季が感じられ、針葉樹にはエゾリスが見られるかも 

○南西の三角地帯の使い方がキーポイントでは ○周辺の街路灯が少なく、暗い 

○グラウンドの芝生化 ○グラウンドが広く、100ｍコースがとれる 

○建物以外の部分が広く取れる反面、防塵対策に苦慮するのでは 

○学園通の交通量などから、正門の位置・駐車場・出入り口が限定される 

○学園通の車や救急車のサイレン ○近隣住民に配慮したアプローチや配置が必要 

○近隣高校野球部からのファウルボール ○高校が近い→異世代交流が図れる 
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